
NEWS RELEASE 
 

2025年 6月 11 日 

株式会社エフピコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～2０２6年2月期にCO2排出抑制 年間220tを目標～ 

 

株式会社エフピコ（代表取締役会長：佐藤 守正、以下「エフピコ」）と株式会社天満屋ストア（代表取締役社長：

野口 重明、以下「天満屋ストア」）は協働し、天満屋ストアの46店舗において、現在進めている店舗で回収され

た使用済み食品トレー及び使用済みペットボトルを新たな食品トレー・透明容器に生まれ変わらせ、再びお店

で使用する「ストアtoストア」の水平リサイクル※を促進する取り組みを、更に拡大いたします。 

※水平リサイクル：リサイクル前後で用途を変えずに資源を循環させるリサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

●本取り組みについて 

エフピコと天満屋ストアは、「お店がその地域のエコリーダー」となることを目指し、地域の皆様の使用済み食品ト

レーやペットボトルを天満屋ストア店舗にお持ちいただき、店頭に設置している回収ボックスにて回収しておりま

す。回収した使用済み食品トレー・ペットボトルはすべてエフピコで資源として活用され、これらの回収資源か

ら製造したエコ製品「エコトレー」「エコAPET」「エコOPET」を再び天満屋ストアの売り場で使用することで、循

環型の水平リサイクルを実現してまいります。 

エフピコ × 天満屋ストア エコストア協働宣言 

「ストアtoストア」の水平リサイクルを促進 

 

 

 

 

 



  

●２０２5年2月期の取り組み結果 

使用済み食品トレーの回収量は７３．３ｔとなりました。これらを資源として再生した「エコトレー」や「エコＡＰＥＴ」、 

「エコＯＰＥＴ」を容器として売り場で使用することで２０４ｔのＣＯ２削減効果がありました。 

 

●今後の取り組み 

エフピコと天満屋ストアは引き続き協働し、エコ製品を継続して使用し、２０２6年2月期に年間２２０ｔのＣＯ２排出 

抑制を目指します。より多くの方に認知いただき、地域の皆さまと一緒に環境への取り組みを今後も継続推進して 

まいります。 

 

 

 



【ご参考】 

＜株式会社エフピコ＞ 

スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどで使用される簡易食品容器を製造販売する国内最大手メー

カーです。エフピコ方式のリサイクル「トレーtoトレー」「ボトルto透明容器」による地上資源の循環及びCO2 

排出量削減、環境負荷の低い容器の開発による省資源化などを通じて、持続可能な社会の実現を目指して

います。 

所在地：〒163-6036  東京都新宿区西新宿６丁目８番１号新宿オークタワー36階 

代表者：代表取締役会長  佐藤  守正／代表取締役社長  安田  和之 

設 立：1962年7月 

H P：https://www.fpco.jp/ 

以上 

 

【本リリースに対するお問い合わせ先】 

   

 ■株式会社エフピコ リサイクル推進部 TEL：03-5325-7559 FAX：０３-5325-7767 

 

https://www.fpco.jp/

